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研究成果の概要（和文）：組織化理論(theory of organizing)において、組織化する主体が自らも組織化される
という再帰性・相互反映性(reflexivity)の問題に取り組んだ。まず、商品を見る客の身体が見られる｢アパレル
店｣、ワインを評価する客のスキルが評価される｢レストラン｣、あいまいな注文により多義性を相互に示し合い
ながら注文する｢バー｣という、典型的でありかつ異なる側面を持つ3つの文脈で経験的に分析した。そして相互
反映性の概念に、精神分析における欲望(自分自身が風景の一部となり見られる)、美学における美的判断(自分
自身を目的とする)の理論を導入することで、価値の創造に関する理論の構築を試みた。

研究成果の概要（英文）：This research project addressed the issue of “reflexivity” in the theory 
of organizing. The subject that organizes the situation is reflexively organized. Using 
ethnomethodology and conversation analysis based on video data, we studied three cases: First, we 
analyzed how customers’ bodies are objectified in apparel stores. Second, we analyzed how in a 
restaurant in France, a customer tasting a glass of wine in front of a sommelier and other customers
 at the table is also evaluated. Third, we studied how in a cocktail bar, a customer and a bartender
 orient to equivocality of the order specification and negotiate the skills of each other. Based on 
these empirical analyses, we also developed a renewed theory of reflexive organizing, drawing on 
psychoanalytical notion of desire in which the subject is implicated in the scene that s/he is 
seeing and aesthetics for which judgement is reflexively auto-telic, i.e., aiming for itself rather 
than something else. 

研究分野：組織論

キーワード： 組織化　相互反映性　再帰性　サービスエンカウンター　エスノメソドロジー　会話分析　身体性　価
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研究成果の学術的意義や社会的意義
再帰性・相互反映性は、組織論の中では議論されてきているものの、経験的な分析はほとんど見られず、本研究
が提示した経験的分析とその方法論的示唆は大きい。例えば、身体が客体化されるにあたって段階を踏むプロセ
ス、主体が客体を評価するにあたっての複数の空間の創造は、相互反映性が予想外に複雑で動的な現象であるこ
とを示している。相互反映性の理論を、精神分析や美学の理論にもとづいて革新したことは、組織化という理論
的な文脈から、新しい価値創造という実践に向けた研究の発展の道筋をつけたという意味で意義が大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
組織論における組織化の議論において、主体と客体が分離されて議論される傾向がある。例え
ば、ある主体が状況に解釈を与え、他の人々を特定の方向性にリードするという形で組織化され
ることが議論されている。しかし、主体は客体に対して客観的な距離を取ることが難しく、主体
が客体に対して相互反映的に(reflexive)巻き込まれ、自分自身も組織化される。 
主客の分離は組織化理論にとって躓きのポイントとなっている。理論上は、組織化することが、
組織化されることとどのように絡み合いながら達成されるのかについて明らかではなく、英雄
的な主体が客体を秩序づけていくという形で安易な説明に陥る傾向が強い。そして、組織化によ
って意味が生成され、それが行為を導くという線形に進むモデルが前提とされており、意味が状
況から乖離するという問題が生じている。本来、組織化はこのような主客分離を乗り越えること
を目指したものであったが、その目的が達成できないことが多い。 
 
２．研究の目的 
本研究では、エスノメソドロジー・会話分析のアプローチから、相互反映性(reflexivity)に関
して経験的な分析を試み、また理論の構築を行うことを目指してきた。経験的研究においては、
アパレル店における身体性に着目し、身体が客体化されるプロセスを分析した。また、レストラ
ンにおいて、例えばワインをテイスティングする客は、ワインという客体を評価しつつ、自分の
知識やスキルが試されるという形で自分も客体として評価されることになる、このプロセスを
明らかにすることを目指した。最後に、メニュー表がなく、曖昧に注文をするバーに着目し、組
織化における多義性の縮減が、客観的な状況に関するものだけではなく、主体自身が巻き込まれ
た相互行為の中でなされることを分析することを試みた。そして、これらの経験的研究に基づき、
相互反映性を組み込んだ組織化理論の構築を目指した。 
 
３．研究の方法 
経験的な研究においては、エスノメソドロジー・会話分析の手法を用いて、相互行為をビデオ
に記録し、その構造を一つ一つ分析していった。例えば、参与者に客観的な視点から聞き取り調
査をする場合と比較し、参与者自身が相互行為的な実践において巻き込まれている様子をビデ
オでそのまま記録し、分析することができる。そもそも相互反映性は、エスノメソドロジーが練
り上げてきた概念であり、ビデオを用いたエスノメソドロジー・会話分析の方法は、最適な選択
であると言える。 
経験的な文脈も、身体性、価値評価、意味形成という理論的に注目を集めるトピックを設定し、
それぞれに適切な研究対象を選んだ。身体性に関しては、顧客の身体が問題となりうるアパレル
を選択した。価値評価をする場合に、客体を評価する主体が評価されるという問題に関しては、
客の知識が問われるワインのテイスティングという場面を設定した。意味形成において多義性
の縮減が客観的になされず、主体も巻き込まれるプロセスにおいて参与者自身が多義性に志向
して行動する場面として、曖昧な注文がなされるバーを取り上げた。 
理論構築においては、単に記述に主体が巻き込まれているという従来の意味での再帰性・相互
反映性ではなく、新しい理論の探索を行った。それにより、組織化における相互反映性に革新的
な示唆を導入することができた。 
 
４．研究成果 
経験的な研究では、予定していた 3つのプロジェクトを進めることができた。 
4.1 アパレル店における客の身体の客体化(対象化) 
36 名の客をシャドーイングしビデオ記録したデータを分析した。身体の客体化は、次のステ
ップで進むことがわかった。まず、客が店内で商品を見ながら歩いていると、店員は客の 3、4
メートル横に立ち、時折ちらりと客を見る。このとき、店員は目の前の棚にある服を畳み直すこ
とが多い。服を棚から取り出し、畳み直してまた戻すという動作を繰り返す。客の前に立ち、客
を見ることはない。客を見ないようにして見るということが日常的に実践されている。服を畳み
直すのは、仕事で忙しくしているという表示であり、客の方をじっと見ているのではないという
表示である。 
次に、客が何かの商品の前で他よりも長い時間を費し、ひとつの商品を手に取る段階で、店員
は客に話しかける。店員が見ていることを前提としている中で、特定の商品に興味を示すという
ことは、客にとってはひとつ段階が変わったことの提示となる。このように話しかけるが、店員
は客の方を見るのではなく、客と同じように目の前の商品を見るという構図になる。この段階で
はまだ客の身体を客体化できない。 
最後に、客が鏡の前に立ち服を自分の体の前に合わせて鏡を見るとき、はじめて店員は客の身
体を見ることになる。しかしながら、その前に、客が手に持っている商品の準備をして、下を向
きながら一歩後ろに引いて鏡の横あたりに立ち、それから視線を上げて客の方を見る。このよう
に、客の身体を見るためには、一定の準備段階が必要となる。そして、客が自分の身体を鏡で見



るときに、はじめて店員が客の身体を見ることができる。以上の分析により、身体の客体化につ
いての論文を執筆中である。 
4.2 レストランにおけるワインテイスティング 
フランスのレストランで、4テーブルの部屋を貸し切り、3日間にわたって、12 テーブルのデ
ータを分析し論文にまとめた。各テーブルの上に、360 度方向が記録可能なレンズをつけたビデ
オカメラを設置し、また部屋の各隅に、三脚で固定したビデオカメラを設置した。このデータを
分析し、客によるワインの評価が、客が評価されるという相互反映的な関係のなかでなされる様
子を分析した。 
まず、ソムリエがテイスティングをする客のグラスにワインを注ぐ。その客がグラスを持ち上
げるまでは、テーブルの他の客はその客の方を見ている。しかし、グラスを持ち上げた瞬間に、
他の客は目を背け、他の方向を何をするでもなく見始める。その間、ソムリエは一歩下がり、客
の視界からは消えるが、ボトルのエチケットを客の方に向けて、背筋を伸ばして立ちながら、テ
イスティングしている客の方を見つめる。客がワイングラスをテーブルに置きながら、«Oui 
c’est bon»などと言いながら、ソムリエの方を見る。グラスがテーブルに戻るぐらいのタイミ
ングで、他の客の視線がもとに戻る。 
この分析により、ワインテイスティングにおいては、いくつかの空間のレイヤーが動的に作ら
れることがわかった。まずテイスティングをする客(主体)とワイン(客体)の間でひとつの空間
が閉じられる。他の身体は自らをそこから排除する。これにより、客はテイスティングに集中で
きる。ワインは味覚や嗅覚を通して感じられるため、そこにいる他の客は参加することが難しく、
テイスティングに参加するなら、何らかの言語的なやりとりが必要になるが、そうするとテイス
ティングの進行を阻害してしまう。その空間のひとつ外には、その様子をじっと見つめているソ
ムリエの空間がある。ソムリエは他の客とは異なり、テイスティングの様子をじっと見つめるが、
同時に一歩下って自分を外側に置く。この間接的な視線は、客にも感じられており、視界から外
れたソムリエがそこで自分を見ていることが前提となっている(たとえば、テイスティングが終
りかかると自然とソムリエがいるであろう方向に頭を向ける)。そして、そのテーブルの他の客
という 3つ目の空間が作られる。これらの客は目の前のテイスティングからは自らを排除し、何
もすることなく手持ちぶさたのようにふるまう。しかしグラスがテーブルに戻るとすぐに視線
を戻すことから、一部始終を間接的に見ていることがわかる。そして、部屋には全くこれらの様
子に注意を払わない、他のテーブルの客や他の従業員などの外側の空間があるが、これは物理的
な距離や配置によって確保されている。 
このように、テイスティングにおいては複数のレイヤーが重なった空間の創造が重要となる。
そして、客はテイスティングに集中することができながら、外のレイヤーから見られていること
が、ある種の緊張感を作り出す。客がワインに特別な価値づけを行いたい場合、例えば客は«huum»
というような声を出したり、眉毛をつりあげたりする。そして、次のステップでその意味を説明
しなければならない。この最初の声や眉毛の動作は何らかの気づきを示すが、それは特に誰に向
けてされるわけでもないが、外側の空間からは見られていることが想定されている。だからこそ、
次のステップでを言語を通して説明する必要が生じる。ここで、客自身がワインをどう評価する
のかが逆に評価される構造となる。以上の分析を踏まえて、論文の投稿を進めている。 
4．3 バーにおけるあいまいな注文 
3 店舗のバーで 16 人の客が参加する場のデータを分析した。注文場面においては、完全に内
容を決めてしまってからカクテルなどを作るのでは、バーテンダーの力量を見せる機会が失わ
れるが、逆にあいまいな情報をもとに、バーテンダーが客の想定していないようなカクテルを提
案できると価値を高めることができる。このプロセスを分析している。客とバーテンダーが注文
の終りをどのように交渉するのかが、分析の焦点となる。客は不十分な情報しか提供していない
ことに志向しながら注文を伝え始める。そしてバーテンダーは、途中で注文を受け取る行為をす
る(｢承知しました｣など)。この間に、バーテンダーが客に追加情報を求めることがある。例えば、
｢甘くない方がいいですか｣｢ショート? ロング?｣などである。客から十分な情報を得ないことは、
客に好みに合わないものを提案してしまうというリスクとなる。この微妙な状況の中で、バーテ
ンダーは注文のやりとりを終え注文を受け取る。そして、次のステップで提案するものを決定し
提案する。客はほとんどの場合、それを驚きでもってポジティブに受け取る。このような分析を
進め、論文の執筆を進めている。 
4.4 相互反映性の理論構築 
以上の経験的分析を踏まえつつ、相互反映性に関する新しい理論的考察を試みた。具体的には、
主体が見られるという形で、状況に絡み取られていることの意味を、これまでの相互反映性の枠
組みを超えて説明することになった。具体的には、主体自身が風景の中に入ってしまうことで、
見られるというジャック・ラカンの欲望の構造を参照しつつ、この欲望が価値の創造において重
要な役割を果たすことを示した。同時に、主体が客体を眺めるという美的判断において、客体に
関して関心を排除した直接的な美的判断を問題とする美学を活用することを発見した。美学的
な感性の枠組みの攪乱は、サービスにおける価値の新しい形態として説明できる。つまり、ニー
ズを満たすような価値ではなく、状況を攪乱し状況の秩序がくずれることに関連する価値であ
る。後者の価値は、今後新しい価値創造の理論への発展の手掛かりとなっている。 
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